令和２年７月１日規程第１５８号

国立長寿医療研究センター高齢者薬物療法適正化委員会規程

（目　的）
第１条　この規程は、国立長寿医療研究センターの病棟あるいは外来において、ポリファーマシー＊に関連する薬物関連問題を適正化し、薬物療法が安全に施行できるようにすることを目的とする。
＊ポリファーマシーは、6剤以上など一律の薬剤数で対応する患者を規定するのではなく、厚生労働省　高齢者の医薬品適正使用の指針（総論編）に準じ、「薬物有害事象、服薬アドヒアランス不良、不要な処方、あるいは必要な薬が処方されない、過量・重複投与など薬剤のあらゆる不適正問題を含む概念」とする。

（高齢者薬物療法適正化委員会の設置）
第2条 　前条に定める目的を達成するため、高齢者薬物療法適正化委員会（以下「委員会」という。）を設置する。

（１）委員会の委員長は病院長が指名する者とする。

（２）委員会は医師６名、看護部２名、薬剤部３名、栄養管理部１名、リハビリテーション科部１名、医療安全推進部１名、在宅医療・地域医療連携推進部１名、医事課１名の１４名で構成し、委員は委員長が指名した者とする。委員の任期は１年とするが再任は妨げない。
（３）委員長は会務を統括し、会議を主催する。
（４）審議内容により委員長が指名する者を参加させることができる。
（５）委員会の所掌事務は、以下のとおりとする。
一　ポリファーマシー対策のための調査・研究に関すること。

二　ポリファーマシー対策にかかる以下の必要事項に関すること。

①　服薬状況調査に関する事項

②　薬物有害事象の発生状況の調査

③　その他ポリファーマシー対策等に関すること。
　　
　（６）委員会は年１回開催することとし、委員長が招集する。ただし、委員長が必要と認める場合は、臨時に開催することができる。
（７）委員会は委員の過半数の参加をもって成立する。
（８）委員会の庶務は薬剤部が行うものとし、委員会で審議された事項について記録し、保管する。議事録の保管期間は３年とする。
（ポリファーマシー対策チームの設置）
第3条 　委員会で決定された方針に基づき、組織横断的にポリファーマシー対策を行う組織として、院内にポリファーマシー対策チームを設置する。

（１）チームのチームリーダーは委員会の委員長が兼任する。
（２）チームメンバーは、老年内科部、循環器内科部、整形外科部、リハビリテーション科部、代謝内科部、看護部、薬剤部、管理栄養部の中から委員長が指名した者で構成する。
（３）ポリファーマシー対策チームカンファレンスは、原則として第４週を除き、週１回の定例会とする。ただし、必要に応じ、臨時ポリファーマシー対策チームカンファレンスを開催することができる。
（４）ポリファーマシー対策チームの所掌事務は以下のとおりとする。
　一　病院のポリファーマシーに関する情報収集。
二　ポリファーマシー対策等の対策立案と実施の推進に関すること。
三　ポリファーマシー対策のための患者及び職員への啓発と教育の推進に関すること。
四　ポリファーマシー症例に対する対応の提言等に関すること。
五　その他、チームリーダーが必要と認める事項に関すること。
六　その他、委員会が必要と認める事項に関すること。
（５）ポリファーマシー対策チームカンファレンスの開催連絡、記録及びその他の庶務は、薬剤部が行う。
附　則　　　この規程は、令和２年７月１日から施行する。

